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『種の起源』初版本の寄贈と保存修復 
小川 知幸 
 
はじめに 
 東北大学附属図書館に収蔵する貴重図書，とりわ
け，漱石文庫に含まれる洋書と 18 世紀に刊行され
たヨーロッパの書物については，およそ 6 年前から
集中的に保存修復の作業にとりかかっている。保存
修復とは，書物の保存を前提としながらも，利用との
バランスを考慮し，将来的に損傷が予想される箇所
についてはその予防的ケアも含めておこなう化学
的・物理的修復のことで，プリザベーションとコンサ
ベーションとを組み合わせた考え方である。傷んだ
書物に立派な装丁をつけ直したりする改装や再製
本などではなく，可能なかぎり改変はつつしみなが
ら，絵画の修復と同じように，やむをえず構造は変更
しても，あくまで外観を変えないことを原則としている。 
現時点ですでに 30余冊の保存修復を終えている漱
石文庫の洋書にかんしては，そのオリジナルの状態，
すなわち漱石が生前，使用していたときの痕跡を残
すという方針でこれまで取り組んできた。 
 ところで，昨年度末に起きた東北地方太平洋沖地
震（東日本大震災）によって，本館ではおよそ 100
万冊の図書が落下した。2号館の貴重書庫に収めら
れた古今の書物も例外ではなかった。緊急に修復を
要する資料も多数におよび，現在，事前の点検を終
えた 150点近くの貴重図書等と 800冊あまりの一般
図書が，約1年間の作業期間を予定して，業者委託
により修復作業中である。はからずもこれまでの修復
事業を相当大規模に展開することになったが，それ
らについても同様に，この保存修復の考え方を反映
させているので，結果を含めて，来年度の年報等で
あらためて報告することになるだろう。 
 
1. 『種の起源』初版本の寄贈 
 さて，このような年に周知のごとく本館は創立百周
年を迎えることになったのだが，東北大学名誉教授
の岡本宏氏より，復興支援，学問の将来的発展，ま
た，有為の人材としての若者の育成を期して，チャ
ールズ・ダーウィン著『種の起源』の原著初版本を本
館にご恵贈いただく運びとなった（写真 1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 1：寄贈された『種の起源』初版本
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 岡本氏は，40 年ほど前からこれを探し求め，欧米
の学会に赴くたびに古書肆をめぐっていたが，1997
年ついに，ニューヨークのボーマン書店（Bauman 
Rare Books）にて発見した。2 万 6 千ドル（当時約
300万円）という大金で購入したという。より具体的に
は，もしかすると数日後に入荷の見込みがあるから，
また覗いてみてくれ，という店主のことばを信じて再
来店したところ，みごと目の前にこれが差し出された。
しかし，やはり高額であったので，まずはその場で手
付け金を支払い，帰国後に残りを送金すると，しばら
くして国際便で送られてきた，ということであった。こ
の『種の起源』を，それから岡本氏は自宅でたいせ
つに保管してきた。 
 本館では 10月 15日の百周年記念式典において
贈呈式をおこない，あわせて岡本氏にご講演いただ
いた。その経緯は新聞紙上やテレビ放送でも紹介さ
れた。その後まもなくこの『種の起源』は，本館で開
催中だった記念企画展にてお披露目（一般公開）し
たので，少なからぬ学生・教職員・一般市民の目に
触れたことと思う。ただし，この初版本にはすでにい
くつかの一定程度の損傷箇所があったために，それ
以上の破損を避けるため，残念ながら表紙を閉じた
ままの展示となった。 
 展示室は紫外線・空調管理，警備体制などの環境
面では要件を満たしていたが，一日の展示を終えて
表紙を閉じ，明くる日にまた表紙を開いてページを
めくるという，管理上の作業を毎日くり返すことで本
の綴じに負担がかかって損壊する可能性があった。
よって，タイトルページや「自然淘汰」をしめす折込
図などを急遽写真パネルにして，解題とともに傍らに
添えることにした。 
 寄贈後は修復して保管してほしいということも岡本
氏の要望であった。とくに背表紙の上部がおよそ 1
センチメートルの幅で欠落していることを気にしてお
られたようである（その欠けた部分はもちろん保存し
てある）。講演では，夜な夜な金庫から『種の起源』
を取り出して愛でているうちに・・・・・・，などと述べて
おられたが，修復の過程ではこれが岡本氏の責にあ
らずということもわかった。 
 この『種の起源』原著初版本は，研究のためにじっ
さいに閲覧に供される機会はさほど多くないだろうが，
展示やそれに関連する貸し出しというかたちでの利
用が今後予想された。とすれば，何らかの手当てを
ほどこしておかなければ，ページの散逸なども起こり
うる。そこで，11月にはいってから，どのような手当て
がよいのかということについて，わたしと図書館職員
と，また，これまで漱石文庫の保存修復を引き受け
てくださっているアトリエ・スズキ（Atelier Suzuki）の
飯島正行氏とともに検討することになった。 
 
2. 書誌記述 
 だが，その前に，この『種の起源』原著初版本が，
出版史上，何ものなのかということを確認しておきた
い。まずは，これについて以下の書誌を記述してみ
た。 
 タイトル，著者，著者の肩書き，出版地，出版者，
刊年，本文のページ構成，判型，装丁，その他の特
徴から，複数の書誌目録等と照合して，これはたし
かに，『種の起源』の初版本であることが確認された。
また，背タイトル，その箔押し，ひらの部分の空押し，
見返し紙の色，製本人の名前などから，概観，すな
わち装丁も，完全にオリジナルの状態であることが判
明した。 
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On the origin of species by means of natural selection, or the preservation of 
favoured races in the struggle for life. / by Charles Darwin, M.A., Fellow of the 
royal, geological, linnean, etc., societies; author of ‘Journal of researches 
during H.M.S. Beagle’s voyage round the world.’ — London : John Murray, Albemarle 
street, 1859. 
 
 ix + 502 p., [1] folding lithogrophic diagram, includes index ; 20 cm. (8vo) 
 First edition. 
 
 Spine title: On the origin of species — Darwin. 
 Half-title: On the origin of species. 
 Two printed quotations on verso of half-title. 
 Inserted 32 pages of advertisements dated June 1859. 
 Inscription on front-endpaper: A. Cawood 1909. 
 Inscription on front-freepaper: #16054. 
 Inscriptions on recto of end-freepaper. 
 Pasted with original binder’s ticket on rear-endpaper: Bound by Edmonds 
& Remnants. London. 
 
 Binding: Original gilt- and blind green cloth, untrimmed. 
 Cased in Custom blue half morocco clamshell box.  
 
 ちなみに，タイトルの「On the origin of species」
の最初の「On」は，第 6 版（1872 年刊）以降に取り
のぞかれ，現在のような「The origin of species」と
なった。第 6 版はダーウィン自身が改訂した最後の
版であり，いわゆる“Last (Final) Edition”である。
わが国での最初の翻訳書（『生物始源 一名 種源
論』，1896 年刊）も第 6 版を底本にしていた。『種の
起源』は，ニューヨークの出版社アップルトン（D. 
Appleton）からも出版されており（1860 年初版），こ
れまで本館が所蔵するもっとも古い『種の起源』は，
その第 6新版（1886年刊）であったのだが，イギリス
では初版から一貫してジョン・マレー社（John 
Murray）が出版してきた。その出版歴をたどれば，
つぎのようになる。 
 
 First Edition ——————————————— November 24. 1859 
 Second Edition —————————————— January 7. 1860 
 Third Edition ——————————————— April 1861 
 Fourth Edition —————————————— 1866 
 Fifth Edition ——————————————— 1869 
 Last (Sixth) Edition ———————— January 1872 
 Reset (Sixth Edition) 2 vol. — March 1888 
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 Reprinted —————————————————— March 1890 
 Reprinted —————————————————— December 1896 
 Reprinted in 1 vol. (Popular Impression) — September 1900 
 Reprinted —————————————————— November 1900 
 Reprinted —————————————————— January 1901 
 Reprinted (Sixth Edition, 1 vol. Paper Cover) — November 1901 
 Reprinted —————————————————— December 1901 
 Reprinted (Popular Impression) — January 1902 
 Reprinted (Paper Cover) ———— February 1902 
 Reprinted —————————————————— April 1902 
 Reprinted —————————————————— August 1902 
 Reprinted (Popular Impression) — December 1902 
 Reprinted (Paper Cover) ———————— March 1906 
 Reprinted (Popular Impression) — June 1906 
 Reprinted (Murray’s Library) ——— December 1910 
 Reprinted (Popular Impression) — January 1911 
 Reprinted (Murray’s Library) ——— October 1916 
 Reprinted (Popular Impression) — January 1920 
 Reprinted (Murray’s Library) ——— February 1921 
 
 要するに，『種の起源』は第 6 版が決定版となって，
その後くり返し再版されて広く普及したということであ
る。第6版では，第7章として「自然淘汰の理論に対
する種々の異論」が新たに追加され，いまのように全
15章の構成となった。また，さかのぼって第4版から
は，巻頭に「歴史的概観」を追加したので，当然なが
ら，初版にはそのどちらも存在しないということになる。
さらに，2版および3版にも初版との多少の異同があ
ると思われるが，ここではその点には立ち入らない。
少し古い文献になるが，徳田御稔編『初版「種の起
源」訳と解説』三一書房，1959年によれば，「初版の
文章の全体は文学的で非常に親しみやすいものが
あると思えた。これが 6 版に至るまでに固い論文調
のものに書きかえられる・・・・・・」とのことである。 
 それ以外に，この『種の起源』初版本のもつ特徴と
しては，おもての見返し紙に，以前の所有者と思わ
れる「A. Cawood 1909」の書き込みがあり，ハーフ
タイトルページにはそれとは筆跡のことなる
「#16054」のうすい鉛筆書きがある。ちなみに，この
本は，寄贈を受けた段階では，青いモロッコ革装を
模した頑丈なシェルボックスに収められていたが，こ
れは誰かが後になって特別にあつらえたのだろう。 
 
3. 初版本の価値 
 初版は 1,250 部が出版され，即日完売になったと
いわれる。当時の印刷部数としては決して少ないほ
うではないが，その人気ぶりがわかる売れ行きであっ
た。これを受けて，2 カ月もしないうちに第 2 版が
3,000部，その 1年後には第 3版が 2,000部印刷さ
れた。これらは初版の実質的な増刷といってもいい
かもしれない。 
 さて，そのような驚異的な売れ行きをしめした『種の
起源』初版であるが，そのうちどれほどの数が現存し
ているのだろうか。2009年はダーウィン生誕 200年，
また同時に『種の起源』出版から 150 年の記念すべ
き年であったが，その 11月 25日付けの河北新報に，
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「英民家トイレに「種の起源」初版 1500 万円で落
札」という記事がでた。イギリス南部の民家で客用の
トイレの本棚に置かれていた本が，『種の起源』の初
版だということがわかり，ロンドンのクリスティーズで競
売にかけられたところ，予想のほぼ倍額の 10 万
3,250 ポンド（約 1,515 万円）で落札されたという内
容である。同日付の読売新聞夕刊にもこの記事があ
る。 
 ここから推測されるのは，『種の起源』の初版本が
現在ではきわめて希少性の高いものになっていると
いう可能性である。もちろん，競売ではそのときの需
給関係によって価格が決定され，個体の特徴によっ
ても変動する。しかし，たとえば，1999 年 10 月 29
日付けの朝日新聞三重県版には，「410 万円の初
版本も 松坂大で古書即売会／三重」という記事が
掲載され，『種の起源』初版本につけられた高額の
値札が話題になっている。岡本氏が 1997年に入手
したものが約 300 万円だったということなので，着実
に値を上げてきたことはあきらかである。 
 たしかに，これまで確実にその存在が知られる初
版本は，わずか 23 部だと報告されたことがある。ま
た，わが国では，NACSIS Webcatに登録されてい
る所蔵館は，東大理学部，北大農学部，大阪市立
大など 6館にすぎない。ただし，それ以外にも，所蔵
を表明している館としては，慶應義塾大学三田メデ
ィアセンター，九州大学医学部，東北学院大学中央
図書館，近畿大学中央図書館などがあり，国内の公
的機関にかぎってみても，少なくとも 10 冊程度は現
存しているはずである。とすれば，23 部という数は，
あまりに過小な見積もりであろう。 
 インターネット上に，「チャールズ・ダーウィン・オン
ライン全集（The Complete Work of Charles 
Darwin Online）」というサイトがある。これは 2006
年からケンブリッジ大学によって運営されていたプロ
ジェクトで，5万ページにおよぶダーウィンのオリジナ
ル出版物のテキストと，手稿や私文書を含む 4 万件
以上の画像を無料公開している。現在は，このプロ
ジェクトの設立者でもある科学史研究者のヴァン・ワ
イ博士（Dr. John van Wyhe）によって運営されてい
る。 
 このサイトでは，「ダーウィン・センサス（The Dar-
win Census）」という，現存する『種の起源』初版本
の冊数調査の結果も公表されている。それによれば，
2009年 11月 24日（ちょうど出版 150周年に当たる
日）の時点で，275冊の現存が確認されたとしている。
その内訳は，244 冊が公的機関，15 冊が古書販売
業界，そして 16冊が個人所蔵となっている。 
 所蔵館の地域分布などの補助データが添えられて
いないため，この数字をただちに検証することはむ
ずかしいが，少なくとも個人所蔵の冊数については，
今後もいくらかの増加が見込まれるだろう。いずれに
せよ，初版本の出版部数のおよそ 4分の 1が現存し
ているということは，これを希少と断言するにはため
らわれる。この内訳の数字から読み取れるのは，古
書市場に現れる個体がきわめて限定されているとい
うことである。このことが初版本の希少性を高め，生
誕 200年記念の話題性とあいまって，にわかに価格
をつり上げたとみるのが正しいだろう。 
 近年，稀覯書は確実に値が上がるというイメージか
らか，古書市場に投機マネーが流入しているといわ
れる。しかし，それによって取り引きの微妙なバラン
スが崩れ，必要とする者の手にわたらないとすれば
悲しいことである。だが，これだけの冊数が現存して
いるにもかかわらず，ひとたび初版本が市場にでれ
ば，なおも引く手あまたという状況にあるということは，
希少性や市場的な価値とは別の視角，すなわち，ひ
たすら初版だけがもっていると思われる歴史的な意
義を考慮にいれなければならない。 
『種の起源』は，出版から 150年以上を経ても輝きを
うしなっていない。それより前と後で科学の世界は一
変し，その世界は現在も続いているといえる。科学
界にとどまらず，その影響は政治や社会にたいして
も甚大であった。したがって，初版本は，いわば「世
界のはじまり」であったといえよう。（むろん，先駆者と
してビュフォンやキュヴィエの名を挙げることは誤りで
ないにせよ。）しかも，それほど偉大な著作が，19 世
紀半ばの，いたって平凡な布装丁をよそおって，あ
まりにさりげない風采でこの世に現れたという事実に
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は，まったくおどろくほかないのである。 
 
4. 予備鑑定 
 かくして，この『種の起源』原著初版本の修復方針
は，150 年前の生まれた時代の空気を吸い，なおか
つ，今日まで変わることなく受け継がれてきたという
歴史の重みを外観として表現しながらも，そこに未
来を生き抜く物理的な強度をあたえる，というきわめ
て困難なものになった。改装して，付属していたシェ
ルボックスが表現するような，書物としての格式を付
与するのはたやすいが，それでは，この個体のもっ
とも重要な徴表を奪いとってしまうことになりかねない。
ここでは，修復前の予備鑑定によって確認された，こ
の初版本の損傷および劣化の状態についてとくに
述べておきたい。 
 これを最初に手にとった瞬間，「綴じが緩んでいる
な」と感じたのだが，じつはそうではなかった。うら表
紙の見返し紙と綴じテープがともに切断して，背表
紙とうら表紙が本体部分から完全に分離していた。
そこから，背貼りに手書きの書簡のような反古紙が使
われていることがはっきりみてとれる（写真 2）。また，
おもての見返し紙も，ハーフタイトルの折丁とともに
本体から外れており，本文の中ほどにはノド割れが
起きていた。 
 この初版本の製本方式は，一般的な「くるみ製本」
（表紙がページ本体をくるんでいる）なのだが，けっ
きょく，本体と表紙は，おもての見返しノドもとの綴じ
テープだけで，かろうじてつながっているような状態
であった。 
 つぎに，岡本氏も気にしておられた，背の上部の
折り返し部分の「剥落」は，その下にも大きな亀裂を
生んでいた。これにより，ページ本体の折丁とその
背貼りが露出しかけていた。単純にいえば，本を書
架から取りだすさいに，背の上部を指で引っかけて
出すような行為を何度もくり返したときにできる損傷
である。 
 ただし，その外れた折り返し部分を仔細に観察し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2：本体部分から分離した背表紙と裏表紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3：背表紙上部の剥落部分 
てみると，意外にもそれだけではないことがわかった。
この折り返し部分のうら側には，透明な糊のようなも
のが強固に付着しており，おそらく木工用ボンドのよ
うな接着剤が塗布されていたのではないかと推定さ
れた。剥がれた背貼りの紙の一部も，ここに付着して
残っていた（写真 3）。 
 とすれば，これは岡本氏の行為ではなかったはず
である。岡本氏は，この部分をポリエチレンの小袋に
いれて大切に保管していたのだから。以前の所有者
某が，これを破損したうえに，あわてて粗雑な補修を
おこなったにちがいない。その結果，この折り返し部
分が硬化してしまい，同時に，本の開きをよくするた
めに背表紙とページ本体が浮き上がる構造，すなわ
ち，ホローバックになっていたはずの背の一部分が
固着し，本を開け閉めするたびに本来の接合部分
に過剰な負担がかかったとも考えられる。したがって，
背の補修が，他の部分のさらなる損壊を誘発したと
もいえる。 
書物の構造は「有機的」である。これは生半可な
手当ては破壊につながりかねないという教訓的事例
である。 
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 ともあれ，この予備鑑定によって，むしろ岡本氏は
初版本をより適切に保管してきたということが証明さ
れた。 
 他には，表紙，見返し紙のこすれ，折れ，部分的
欠損，小口部分にみえるページの「ヤレ（脆弱化）」，
折れ，版面にみえる点々としたシミ（フォクシング
foxing）などが確認された。これは紙に含まれる酸性
分が浮きでたもので，典型的な経年劣化である。ま
た，背表紙に使用されている芯紙なども，接着剤で
あるニカワの硬化によって本来の柔軟性をうしなって
いた。 
 さらには，ページから強い防虫剤臭がした。これに
よって酸性紙特有のにおいがかき消されてしまい，
酸化の進行具合を特定するさまたげとなっていた。
おそらく虫除けのために，シェルボックスにナフタレ
ンか樟脳のようなものをいれていたのかもしれないが，
現状ではその痕跡を確認することはできなかった。 
 このように，『種の起源』初版本の損傷は，ページ
本体部分と表紙とを接合する構造にとくに集中して
いることが判明した。表紙，ページとも周辺部分は長
期にわたって使用されたことにより物理的に脆弱に
なっており，支持体（紙）は酸化が進行していたが，
経年劣化という意味では，その状態は比較的ダメー
ジが小さいといってよかった。 
 よって，修復は，できるかぎりこの個体に使用され
ている部材を活かしながら現状の外観を維持し，周
辺部分の損傷と経年劣化を補正・補強して，最大の
問題箇所である，表紙と本体の接合（ジョイント）部
分を構造的に改善するのがよいというのが基本案と
なった。 
 
5. 修復工程 
 来仙した飯島氏とともに，こうした鑑定をおこなった
のが，2011年 11月 22日のことであった。保存修復
の基本案を伝えて，折り返し処置方針を受け取った
のが同月 28 日。これを再検討したあと，翌月 22 日
に初版本を手渡して，ただちに作業にかかってもらう
ことになった。 
 
 修復作業はアトリエ・スズキ本社の工房にておこな
われたので，以下ではその工程を，2012年 1月 11
日の納品・検収時にあわせて納められた『修復報告
書』を直接引用するかたちで披露しておきたい。な
お，専門用語等の表現は一部あらためた。 
 
 ①表紙，本文紙，見返し紙の表面や小口のチリや
ホコリ，付着物などを刷毛，ミュージアムクロス等
で除去 
 ②背貼り・背固めと背表紙芯紙の除去 
 ③背固め用背貼りの貼付（中口楮紙 RK27）（写真
4） 
 ④見返し遊び紙ノドもとが裂けている（ほぼ分離し
ている）ため，いったん取り外したあとに足付けし
て貼り戻す 
 ⑤背表紙ジョイント部分の破損／脆弱化部分の繕
い／補強（染色した RK27） 
 ⑥外れた背表紙の折り返し部分の，合成接着剤で
硬化した裏面を除去したあと，和紙（染 RK27）で
裏打ちをおこない，他の背表紙と再接合（写真 5） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4：背固め用背貼りの貼付 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 5：外れた折り返し部分の再結合 
 
 
『種の起源』初版本の寄贈と保存修復 
18 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 6：本文紙と背表紙の再接合 
 
 ⑦背表紙地側の破損も同様に和紙（染 RK27）に
て繕い 
 ⑧接続補強用ヒンジ（中口楮紙 RK28 逆目）を背
に貼付し，その食い裂き状にした先端を，おもて
側は表紙ボード表面に貼りこむ 
 ⑨クータを和紙（厚口楮紙 RK42）で作成し，背に
貼付 
⑩背表紙芯紙（染色した厚口楮紙 RK36）を背表
紙うらに貼付 
⑪本文紙と背表紙の再接合（写真 6） 
 ⑫うら側ヒンジの先端を見返し下へ貼付したあと，
アクリル絵の具で補彩 
 ⑬表紙ジョイントや背表紙の繕い紙に HPC（ヒドロ
キシ・プロピル・セルロース）を塗布して物理的に
補強 
 ⑭ブックキーパーで本文紙の脱酸処理 
 ⑮保存容器の製作 
 
 ちなみに，⑨のクータとは，背表紙と本文のあいだ
に挿入する紙製のバネのようなものであり，本の開き
を助ける役割をする。外からは見えない。また，⑭の
ブックキーパーとは，脱酸処理用酸化マグネシウム
の商品名である。同処理は，これをページに吹き付
けるかたちでおこなわれた。酸性紙を完全に変性さ
せるものではなく，表面に浮きあがる酸性分を中和
する効果がある。 
 修復処理後の初版本は，折り返し部分のうら側や
ジョイント部分のテープに新規の部材を使用してい
るが，そうといわれなければ（あるいは，そういわれて
も）気づかないほどになった（写真 7）。ノドの割れは
わざと痕跡を残してあるが，構造上はまったく問題が
ない。本の綴じは全体に引き締まり，開きは以前より
よくなった。 
 なお，初版本が収められていたシェルボックスは，
染みついた防虫剤成分が収納物に悪影響をもたら
す可能性があったため，別個に保管することとして，
現在は，⑮で製作した中性紙の保存容器を使用し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 7：修復作業を終えた『種の起源』初版本 
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おわりに 
 以上，岡本宏氏より附属図書館に寄贈された『種
の起源』原著初版本の鑑定と保存修復の実践にか
んして述べてきた。簡単にまとめると，初版の価値は
希少性よりも歴史性にあり，それを体現する出版時
のオリジナルの形態および，これが 150 年を経てほ
ぼそのままの状態で受け継がれてきたことを尊重し
て，これを将来に伝え残すことが修復の基本方針と
なった。その困難な要求に，アトリエ・スズキは十分
に応えてくださったように思う。 
処置の過程で背の裏貼りに使用されていた書簡
とおぼしき反古紙は，やむをえず破砕されたが，そ
れらのパーツはすべて返却されている。図書館側は，
またわたしがこれをパズルのように組み立てて解析
し始めるのではないかと期待しているようだ。 
 ところで，もしこの初版本をデジタル化して公開す
るという計画がもちあがったとすれば，たんにテキス
トをスキャニングして電子書籍のようにするのではな
く（そういうことはすでに多方面でおこなわれている），
書誌記述のための基本情報となる部分と，修復箇所
を含めた，この個体のみがもっている特徴を，なるべ
く精確に撮影・記述して公開するようにしてほしい。
それが将来に向けて学術資源をゆたかにする方法
のひとつであろう。わたしから図書館へのささやかな
要望である。 
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